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津波で壊滅7年ぶりに 閖
上
に
ヨ
ッ
ト
ハ
且
バ
ー
復
活

東
日
本
大
震
災
で
甚
大
ぶ
り
に
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

な
津
波
被
害
を
受
け
た
名
が
復
活
す
る
。
５
月
お
日

取
市
閖
上
地
区
に
、
７
年
に
は
学
生
ら
が
主
催
す
る

再
整
備
さ
れ
た
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
か
ら
海
を
眺
め
る
伊
藤
さ
ん
Ⅱ
名
取
市
で
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セ
ー
リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

「
北
日
本
オ
ー
プ
ン
ヨ
ッ

ト
選
手
権
」
が
開
催
さ
れ
、

一

来月25日学生らがセーリングイベント

バ
ー
の
目
の
前
に
は
太
平

復
活
蝋
騨
穰

「
や
っ
と
僕
ら
の
居
場

東
北
地
方
の
セ
ー
リ
ン
グ
所
が
で
き
た
」
１
．
同

の
拠
点
が
再
ス
タ
ー
ト
を
選
手
権
事
務
局
の
伊
藤
大

切
る
。
貴
さ
ん
（
羽
）
Ⅱ
東
北
大
４

仙
台
東
部
道
路
名
取
イ
年
Ⅱ
は
喜
び
を
口
に
し

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
車
た
。
震
災
以
前
、
ヨ
ッ
ト

で
約
皿
分
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
ハ
ー
バ
ー
に
は
県
内
の
高

バ
ー
の
再
建
が
進
む
閑
上
校
や
大
学
の
ヨ
ッ
ト
部
だ

港
名
取
川
河
口
周
辺
で
け
で
な
く
、
東
北
各
地
の

は
、
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
な
ど
セ
ー
ラ
ー
が
集
っ
て
い

の
重
機
が
せ
わ
し
な
く
動
た
。
し
か
し
、
津
波
で
体

い
て
い
た
。
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
憩
所
な
ど
の
建
物
は
壊
滅

1
、

東日本大震災での津波で損壊した閑上ヨット

ハーバー＝県セーリング潭照提供

し
、
当
時
保
管
さ
れ
て
い

た
ヨ
ッ
ト
の
ほ
と
ん
ど
が

破
片
も
見
つ
か
ら
な
い
ほ

ど
の
被
害
を
受
け
た
。

セ
ー
ラ
ー
は
七
ヶ
浜
町

な
ど
付
近
の
ヨ
ッ
ト
ハ
ー

バ
ー
に
間
借
り
し
て
練
習

を
し
て
き
た
が
、
２
０
１

６
年
か
ら
復
旧
工
事
が
始

ま
り
、
完
成
す
れ
ば
１
２

３
艇
の
ヨ
ッ
ト
の
保
管
が

可
能
に
な
る
。
伊
藤
さ
ん

は
県
内
で
唯
一
、
学
生
と

し
て
県
セ
ー
リ
ン
グ
連
盟

の
理
事
を
務
め
、
「
復
活

す
る
閖
上
を
拠
点
に
学
生

の
力
で
日
本
の
セ
ー
リ
ン

グ
を
盛
り
上
げ
た
い
」
と

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
向
け

て
薑
闇
し
て
き
た
。

同
選
手
権
で
は
レ
ー
ス

だ
け
で
な
く
、
世
界
で
活

躍
す
る
ト
ッ
プ
選
手
の
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
や
、
「
ゆ
り

あ
げ
港
朝
市
」
と
仮
設
商

店
街
「
閖
上
さ
い
か
い
市

場
」
の
物
産
展
も
開
か
れ

る
。
伊
藤
さ
ん
は
「
普
通

の
大
会
と
違
う
さ
ま
ざ
ま

な
発
信
の
仕
方
で
、
ヨ
ッ

ト
と
海
の
楽
し
さ
を
伝
え

た
い
」
と
話
し
た
。

【
早
川
臺
穂
】




